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１．はじめに
  ⽕⼭噴⽕は斜⾯崩壊などと⽐較して⼤規模な荒廃地を形成する。このような荒廃地は⽕⼭
性荒廃地と呼ばれ，斜⾯上に軽⽯・⽕⼭灰などの噴出物が不安定な状態で堆積しているため。
降⾬や融雪時に⼟⽯流や泥流が発⽣し，下流域に⼈的・物的被害を及ぼすことがある。従って
⽕⼭性荒廃地では，速やかに地表を安定させる必要があり，従来より斜⾯の安定を図る⼟⽊⼯
法・植⽣⼯法が研究されてきた。本研究は⽕⼭性荒廃地に⾃然回復した⽊本植⽣を対象とし，
植⽣⼯法を確⽴することを⽬的とした。
  有珠⼭では1977年8⽉の第⼀期噴⽕（⼤噴⽕４回を含む⼀連の軽⽯噴⽕の総称），同年
11⽉〜翌年10⽉の第⼆期噴⽕（約140回に及ぶ⼀連の⽔蒸気爆発〜マグマ⽔蒸気爆発の総
称）により既存の森林植⽣が破壊され，⽕⼭性荒廃地が形成された。噴⽕直後の調査では，噴
出物厚が薄い区域を中⼼に植⽣が回復する傾向が認められたが（豊岡ら。1980），噴⽕終了
16年後の植⽣回復状況を対象にした研究（⽩井ら，1997）では⽊本植⽣の回復は必ずしも噴
出物厚の薄い区域に集中していないことが明らかになった。
  そこで本研究では，「軽⽯で構成される『第⼀期噴出物』と細粒物質で構成される『第⼆
期噴出物』の違いが⽊本植⽣回復に異なる影響を及ぼした」とする仮説を⽴て，噴出物の種類
などの環境要因と⽊本植⽣回復との関係を地理情報システム（GIS）を⽤いて検証することを
試みた。

２．研究の⽅法
  調査対象地は1977-78年噴⽕で既存の植⽣が破壊され，ほぼ全域が荒廃地となった外輪⼭
内側のうち，治⼭⼯施⼯地と地熱活動区域を除いた158haである。過去の空中写真判読，降灰
厚分布図，有珠⼭地形図から「植⽣区分図」「第⼀期噴出物厚分布図」「第⼆期噴出物厚分布
図」「斜⾯傾斜区分図」を作成した。これらの各図を，GIS内で重ね合わせ，10×10mメッシ
ュを単位とした各環境要因の分布図を作成した。このメッシュ図毎に，1978年〜1993年の15
年間に⽊本植⽣が回復した⾯積の割合を⽊本植⽣回復率として算出した。

３．研究の成果
  調査区内では1977，78年の噴⽕によって第⼆期噴出物が第⼀期噴出物を完全に覆ってい
る。⼀⽅で⽊本植⽣回復はその⼤半が⾵散布種⼦の地表定着により進⾏したものである。この
ことから上層である第⼆期噴出物層は噴⽕以降の⽊本植⽣回復に及ぼす影響が⼤きいと考えら
れる。このため，まず総噴出物厚（第⼀期噴出物厚＋第⼆期噴出物厚）と上層の第⼆期噴出物
厚のどちらが⽊本植⽣回復との間で明瞭な関係を持つかを検討した。図１に総噴出物厚（a）
と第⼆期噴出物厚（b）のそれぞれについて現在の⽊本植⽣・草本植⽣・裸地の占有⾯積，及
び⽊本植⽣回復率を⽰す。
  図1aでは総噴出物厚30〜60cmの区域で59％と最⼤の⽊本植⽣回復率を⽰した。ただ
し，⽊本植⽣は必ずしも噴出物厚の薄い区域に集中しているわけではなく，噴出物厚が
150cm以上の区域でも21％の回復率を⽰した。これに対し，図1bでは第⼆期噴出物厚0〜
30cmの区域に⽊本植⽣の回復率が⾼い部分が集中し32％の回復率を⽰した。⼀⽅，噴出物厚
30cm以上の区域では６％以下の回復率となり，⽊本植⽣の回復はほとんど認められなかっ
た。この結果から，⽊本植⽣回復は総噴出物の厚さというよりは，上層部分を占める第⼆期噴
出物の厚さの影響を強く受けており，特に第⼆期噴出物厚30cm以上の区域では⽊本植⽣の回
復が強く抑制されていることが明らかになった。
  次に第⼆期噴出物の影響が弱い場合の，他の環境要因と⽊本植⽣回復との関係を調べた。
第⼆期噴出物厚30cm未満の区域（104ha）を対象とし，他の環境要因である第⼀期噴出物厚
及び斜⾯傾斜と⽊本植⽣回復との関係を検討した。
  図2に第⼀期噴出物厚（a），斜⾯傾斜（b）別に植⽣等が占める⾯積と⽊本植⽣回復率を
⽰した。図2aでは第⼀期噴出物厚が150cm以上の区域で67％と⽊本植⽣の回復が顕著であっ
たが，噴出物厚が0〜150cmの区域では⽊本植⽣の回復率は20〜43％の範囲を増減し噴出物
厚の違いによる⽊本植⽣回復率に⼤きな差は⾒られなかった。図2bでは。⽊本植⽣の回復率は
斜⾯傾斜0〜10°の区域で最⼤の64％を⽰した。⼀⽅，10°以上の区域では斜⾯が急峻化する
に従って，回復率は徐々に低下した。この結果から。少なくとも第⼀期噴出物厚は⽊本植⽣回
復を抑制していないと判断できる。また。斜⾯傾斜に関しては，傾斜が緩やかな区域で⽊本植
⽣回復が進む傾向が明らかになった。
  以上より，細粒物質で構成される第⼆期噴出物が30cm以上の厚さで堆積した区域で，噴
⽕終了後も⻑期間にわたり⽊本植⽣回復が抑制されていることが明らかになった。また，軽⽯
で構成される第⼀期噴出物の厚さは⽊本植⽣回復を抑制していないことが明らかになった。
  ⼀⽅，第⼆期噴出物厚が30cm未満で，その影響が弱い区域では，斜⾯が緩傾斜であるほ
ど⽊本植⽣回復が促進されていた。
  これらの結果から「軽⽯で構成される『第⼀期噴出物』と細粒物質で構成される『第⼆期
噴出物』の違いが⽊本植⽣回復に異なる影響を及ぼした」とする仮説は成⽴すると考えられ
た。
  1999年に⾏った現地調査では，第⼆期噴出物厚30cm以上に該当する区域内にもかかわら
ず，1978年の噴⽕終了以降の⼟砂移動によって形成された堆積地では例外的に⽊本植⽣が回
復している様⼦が観察されている。このような堆積地は第⼀期噴出物と第⼆期噴出物が混ざり
合った2次堆積物が地表を覆っている場所である。このことから。第⼆期噴出物厚が30cm以
上の区域でも地表が性質の異なる堆積物に置き換わった場合，⽊本植⽣が回復する可能性があ
ると考えられる。

４．おわりに
  今後は第⼆期噴出物がどのように⽊本植⽣回復を抑制しているかを具体的に解明するた
め，噴出物の⽔分特性，物理特性等を分析する必要がある。
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写真１． 軽⽯により構成

される第⼀期噴出物
 

  
写真２． 細粒物質により
構成される第⼆期噴出物

 

写真３． 
第⼀期噴出物上での植⽣回復

（写真1と同⼀の地点）

写真４． 第⼆期噴出物上での植⽣回復
（写真2と同⼀の地点）

 
 

図１． 総噴出物厚（a）・第⼆期噴出物厚（b）と⽊本（b）
植⽣回復（拡⼤図︓24KB）

 

図２． 第⼆期噴出物厚30cm未満区域における環境要因
と⽊本植⽣回復（拡⼤図︓26KB）
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